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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

安

全 

地域での安全につ

ながる防災教育 

・生徒が、発災時の具体的な行
動を理解している。 

・職員が、発災・緊急時にとる
べき行動を把握している。 

Ａ Ａ 

・災害の多い年であったこ

ともあり、防災について

再確認することができ

た。 

安

全 

誰もが安心して通

える学校 

・職員や生徒が、互いの良さや
苦手を認め、寄り添う姿勢や
称賛の言葉を用いて関わっ
ている。 

・校内の情報や物品がシンプル 
に機能的に整理されている。 

Ｂ Ｂ 

・少ない収納スペースであ

るが、整理整頓を心掛け、

上手に活用している。 

・デジタル機器の管理・活

用が充実している。 

専

門 

多面的な生徒理解

と生徒自身の自己

理解への支援 

・作業学習をはじめとする学習

場面において、生徒が主体と

なって活躍している。 

Ｂ Ａ 

・交流の回数や内容は充実

している。より良い交流

に向け、精選は必要であ

ると感じる。 

専

門 

個に応じた適切な

進路決定 

・生徒が、勤労観や職業適性に
ついて理解を進めている。 

・保護者が、進路選択や職場実

習の価値を重視し、協力して

いる。 

Ｂ Ａ 

・今後も、職場実習を機に、

進路決定に向けた指導の

充実を期待している。 

連

携 

関係諸機関とのつ

ながりを大切にし

た切れ目のない支

援と指導 

・職員が、生徒や保護者のニー
ズを把握し、必要に応じて面
談や関係者会議を実施して
いる。 

・保護者が、生活安定や地域安
全の価値を重視し、支援して
いる。 

Ａ Ａ 

・関係機関との連携が密に

とれた。中学校には、分

校以外の進路情報につい

ても情報提供をしていく

と良い。 

連

携 

生徒の自立と輝き

に向けた共生・共

育 

・田方農業高校との共同学習や
行事をはじめ、外部人材との
交流学習に積極的に参加し
ている。 

・学校運営協議会から具体的な
支援を得ている。 

Ｂ Ａ 

・生徒にとって魅力的な、

分校ならではの交流が充

実していた。 

チ
ー
ム 

働きがいのある職

場 

・職員が、本校事務室からの連
絡を適時に確認し、連携して
いる。 

・職員が、時数管理や行事計画
の工夫などにより、生徒と向
き合う時間や教材研究の時
間、情報共有の時間を確保し
ている。 

Ａ Ａ 

・デジタル化が進み、業務

の効率化が急速に図られ

た。 

 

 


